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大勢の祝福に感激の面持ち
11月１日、石峠地区で昔ながらに新郎宅での結婚式が執

り行われました。挙式したのは豊間根尚さん（26）と美由
紀さん（23）＝八戸市＝。心に残る結婚式にとご媒酌人の
計らいで行われたもので、さわやかな秋晴れの下、花嫁が
新郎宅まで約100メートルの道のりを馬の背に揺られて嫁入
りしました。沿道には花嫁姿を一目見ようと大勢の地区民
が詰め掛けて祝福。新婦の美由紀さんは慣れない乗馬に緊
張しながらも、記念となる結婚式に感激の面持ちでした。
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平成15年度町一般会計
予算の上半期財政事情

77
億
円
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り

福
祉
の
充
実
図
る
民
生
費
に
　
億
円

町
で
は
、
予
算
の
執
行
状
況
な
ど
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
五
月
と
十
一
月
の
年
二
回
財
政
事
情
の
公
表
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
回
お
知
ら
せ
す
る
の
は
、
平
成
十
五
年
度
一
般
会
計

予
算
の
九
月
三
十
日
現
在
の
執
行
状
況
で
す
。
皆
さ
ん
が
納
め
た

税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
十
五
年
度
の
一
般
会
計
予
算

は
、
当
初
七
十
六
億
四
千
七
百
十
五

万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の

後
二
回
の
補
正
が
行
わ
れ
、
九
千
三

百
三
十
四
万
円
を
追
加
。
上
半
期
の

予
算
総
額
は
前
年
度
同
期
と
比
べ
て

一
・
三
％
減
の
七
十
七
億
四
千
四
十

九
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入
歳

出
の
主
な
項
目
ご
と
の
執
行
状
況
や

町
有
財
産
の
増
減
、
内
訳
な
ど
を
表

で
紹
介
し
ま
す
。

１６

町
が
所
有
す
る
財
産
に
は
大
き
く

分
け
て
土
地
、
建
物
、
物
品
、
出
資

証
券
、
基
金
が
あ
り
ま
す
。
上
半
期

の
主
な
財
産
の
増
減
を
見
て
み
る
と
、

土
地
が
豊
間
根
戦
没
者
慰
霊
塔
用
地

の
取
得
に
よ
り
二
百
一
平
方
�
の

増
、
建
物
で
は
町
営
住
宅
柳
沢
団
地

Ｂ
棟
の
完
成
な
ど
に
よ
り
、
一
千
八

町有財産の内訳

※土地・建物の「行政財産」とは、学校や集会所、その敷地など、使用目的が決められてい
る財産のことをいいます。これに対し「普通財産」とは、使用目的が決められていない財
産です。

区　　　分 内　訳・単　位 ３月３１日時点 ９月３０日現在 増　　　減

土　　　地

行政財産　　 （㎡）
普通財産　　 （㎡）
〃　のうち山林（㎡）

立木推定蓄積量 （�）

1,206,230
11,393,249
8,106,829
225,036

1,206,230
11,393,450
8,106,829
237,531

0
201
0

12,495

建　　　物
行政財産　　 （㎡）
普通財産　　 （㎡）

95,909
5,494

97,728
5,494

1,819
0

物　　　品 町有自動車　 （台） 57 58 1

出 資 証 券 株券・出資金 （万円） 12,858 13,247 389

基　　　金
財政調整基金 （万円）
その他の基金 （万円）

70,636
221,485

60,416
211,525

△10,220
△9,960

柳沢・北浜地区で進められている土地区画整理事業。
現在、道路築造工事や宅地造成工事などが行われてい
ます（写真は民家を移動するひき家作業の様子）

財
産
は
土
地
、
建
物
が
増

町債の現在高
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百
十
九
平
方
�
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
の
積
立
金
で
あ
る
基
金

は
二
億
百
八
十
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
町
が
自
ら

徴
収
、
収
納
で
き
る
自
主

財
源
は
、
歳
入
全
体
の
二

三
・
三
％
に
当
た
る
十
八

億
三
百
八
十
五
万
円
。
こ

れ
に
対
し
、
国
や
県
か
ら

入
る
交
付
金
な
ど
の
依
存

財
源
は
七
六
・
七
％
で
、

五
十
九
億
三
千
六
百
六
十

四
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

項
目
別
で
は
、
町
民
税

や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆

さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

く
町
税
が
十
億
三
千
五
百

八
十
万
円
（
前
年
度
同
期

よ
り
五
・
四
％
減
）。
歳

入
の
中
で
三
九
・
〇
％
と

最
も
大
き
な
割
合
を
占
め

て
い
る
地
方
交
付
税
（
国

か
ら
配
分
さ
れ
て
い
る
税

金
）
は
三
十
億
二
千
万
円

（
同
七
・
五
％
減
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
出
で
は
、
今
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
障
害
者

支
援
事
業
や
介
護
保
険
対

策
事
業
な
ど
町
の
福
祉
向
上
に
使
わ

れ
る
民
生
費
が
最
も
多
く
、
歳
出
全

体
の
二
〇
・
九
％
に
当
た
る
十
六
億

一
千
七
百
四
十
七
万
円
（
前
年
度
同

期
よ
り
一
一
・
四
％
増
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
次
に
多
い
の
は
土
地
区
画

整
理
事
業
な
ど
、
生
活
基
盤
の
整
備

に
使
わ
れ
る
土
木
費
が
歳
出
の
二

〇
・
二
％
で
十
五
億
六
千
二
十
九
万

円
（
同
七
・
一
％
減
）。
続
い
て
町
の

借
入
金
返
済
に
充
て
る
公
債
費
の
十

億
一
千
九
十
一
万
円
（
同
〇
・
七
％

増
）、
総
務
費
の
九
億
八
千
五
百
五

十
四
万
円
（
同
四
・
〇
％
減
）
の
順

と
な
っ
て
い
ま
す
。

項
目
別
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▽
民
生
費
…
障
害
者
支
援
事
業
に
二

億
六
千
二
百
九
万
円
、
介
護
保
険

対
策
事
業
に
一
億
五
千
六
百
七
十

万
円
、
老
人
福
祉
事
業
に
一
億
三

千
百
十
万
円

▽
土
木
費
…
柳
沢
北
浜
土
地
区
画
整

理
事
業
に
八
億
二
千
九
百
五
万
円
、

町
営
住
宅
柳
沢
団
地
立
替
事
業
に

二
億
一
千
七
百
三
十
七
万
円

▽
総
務
費
…
県
知
事
・
県
議
、
町
議

選
挙
に
二
千
四
百
十
八
万
円

民　　生　　費
土　　木　　費
公　　債　　費
総　　務　　費
教　　育　　費
衛　　生　　費
農林水産業費
消　　防　　費
商　　工　　費
議　　会　　費
災 害 復 旧 費
予備費・その他
労　　働　　費

162,081
157,786
101,091
98,969
64,815
56,041
52,860
46,809
11,642
11,764

1
700
156

自
　
主
　
財
　
源

町　　　　　税
繰　　入　　金
分担金・負担金
使用料・手数料
諸　　収　　入
繰　　越　　金
財　産　収　入
寄　　附　　金

98,424
57,442
9,738
7,738
2,940
10
348
1

依
存
財
源

地 方 交 付 税
町　　　　　債
国 庫 支 出 金
県　支　出　金
そ　　の　　他
地 方 譲 与 税

302,000
137,730
64,195
56,191
19,899
8,059

計 764,715 計 764,715

科　　　目 当　　初

5,156
△5,214

0
93
632
2,933
140
4

0
440
2,646
2,502

2
0

9,334

補 正 額

103,580
52,228
9,738
7,831
3,572
2,943
488
5

302,000
138,170
66,841
58,693
19,901
8,059

774,049

予 算 額

56,630
0

4,142
4,677
1,789
8,033
231
302

231,115
0

16,368
5,241
15,879
2,302

346,709

収入済額 科　　　目 当　　初

△334
△1,757

0
△415
690
594
2,049
167
23

△120
8,439

0
△2

9,334

補 正 額

161,747
156,029
101,091
98,554
65,505
56,635
54,909
46,976
11,665
11,644
8,440
700
154

774,049

予 算 額

53,897
48,874
44,037
41,116
29,657
26,874
12,820
20,467
5,648
5,712
1,708

0
50

290,860

支出済額

�歳　入 （単位：万円） �歳　出 （単位：万円）

平成15年度一般会計歳入歳出予算の執行状況
（９月３０日現在）

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
民
生
費

自
主
財
源
は
全
体
の
23
％

町債とは…
町債は、大規模な

建設事業や災害復旧
事業など、単年度に
多額の財源が必要な
事業を行うため借り
るお金で、いわゆる
町の借金です。町債
により事業が円滑に
進められるとともに、
長期間かけて返済す
ることで、将来その
施設などを利用する
次世代にも負担を分
け合い、世代間で公
平に負担するための
調整を図っています。



得　　　票　　　数

東北ブロック

議　席　数

全 国東北ブロック

自　由　民　主　党

民　　　主　　　党

公　　　明　　　党

日　本　共　産　党

社　会　民　主　党

� 得 票 総 数

� 無 効 投 票 数

� 投票総数 �＋�

当選

� 得 票 総 数

� 無 効 投 票 数

� 投票総数 �＋�

鈴 木 俊 一

工藤堅太郎

久 保 幸 男

候　補　者　名
得　　票　　数

山 田 町 全　　体

船　　越

大　　沢

山　　田

織　　笠

豊 間 根

男

女

全体

計

地　　区 小選挙区 比例代表 国民審査

【４】

山田南小学校で行われた開票作業の様子

第
四
十
三
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

投
票
が
十
一
月
九
日
、
町
内
二
十
五

カ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

即
日
開
票
の
結
果
、
小
選
挙
区
（
岩

手
県
第
２
区
）
で
は
、
鈴
木
俊
一
氏

（
五
〇

）
＝
自
民
党
＝
が
工
藤
堅
太
郎

氏
（
六
一

）
＝
民
主
党
＝
に
約
四
万
四

千
票
の
大
差
を
つ
け
て
五
選
を
果
た

し
ま
し
た
。

比
例
代
表
の
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

自
民
党
が
六
議
席
、
民
主
党
が
五
議

席
を
獲
得
。
全
国
で
自
民
党
が
六
十

九
議
席
、
民
主
党
が
七
十
二
議
席
を

獲
得
し
ま
し
た
。

本
町
の
当
日
有
権
者
数
は
、
一
万

七
千
二
百
六
十
八
人
（
男
八
千
二
百

十
九
人
、
女
九
千
四
十
九
人
）。
小

選
挙
区
の
投
票
率
は
、
六
八
・
九

四
％
と
前
回
（
平
成
十
二
年
）
を

五
・
二
五
ン
ト
ポ
イ

下
回
り
、
町
村
合
併
後

の
衆
院
選
で
最
も
低
い
投
票
率
と
な

り
ま
し
た
。
地
区
別
で
は
、
七
一
・

二
七
％
で
船
越
が
ト
ッ
プ
。
次
い
で

大
沢
の
七
〇
・
一
五
％
、
山
田
の
六

九
・
九
一
％
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
で
は
、
五
九
・
八
六
％
と
前

回
の
衆
院
選
を
二
・
六
三
ン
ト
ポ
イ

下
回
り
、

過
去
最
低
だ
っ
た
前
々
回
（
平
成
八

年
）
の
五
九
・
六
五
％
に
次
ぐ
史
上

二
番
目
の
低
投
票
率
を
記
録
。
県
内

投
票
率
も
六
七
・
三
四
％
（
男
六

比
例
で
５
・
５
％
が
無
効
票

無
効
投
票
の
割
合
は
、
小
選
挙
区

の
一
・
五
％（
百
七
十
七
票
）に
対
し
、

比
例
代
表
は
五
・
五
％（
六
百
四
十
九

票
）と
比
例
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
行
わ
れ
る
選
挙
で
は
事
前

に
政
党
名
を
確
認
す
る
な
ど
、
無
効

に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
貴
重
な

一
票
を
投
じ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

七
・
六
二
％
、
女
六
七
・
〇

八
％
）
と
前
回
の
衆
院
選
を

一
・
九
三
ン
ト
ポ
イ

下
回
り
、
戦
後

二
十
二
回
の
衆
院
選
で
は
、

昭
和
二
十
二
年
の
六
六
・
〇

八
％
に
次
い
で
二
番
目
に
低

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

本
町
の
投
票
率
は
68
・
94
％

小
選
挙
区

岩
手
�
区

鈴
木
俊
一
氏
が
５
選
果
た
す

第43回衆議院議員総選挙

最高裁判所裁判官国民審査

�地区別の投票率（％）

71.27

70.15

69.91

67.69

63.60

65.53

72.03

68.94

71.27

70.10

69.89

67.69

63.60

65.51

72.00

68.91

70.68

69.84

69.12

67.17

63.27

64.76

71.62

68.36

�小選挙区の開票結果（岩手県第�区）

9,180

2,206

341

11,727

177

11,904

116,854

72,599

10,532

199,985

4,004

203,989

政党名および政治団体名
山 田 町 岩 手 県

�比例代表の開票結果

泉 　 , 治

上 田 豊 三

甲斐中辰夫

島 田 仁 郎

濱 田 邦 夫

滝 井 繁 男

深 沢 武 久

藤 田 宙 靖

横 尾 和 子

氏　　名 罷免を可とする
投票数

罷免を可としない
投票数

�最高裁判所裁判官国民審査の
開票結果（本町分）

357

281

277

246

247

210

235

208

206

10,910

10,986

10,990

11,021

11,020

11,057

11,032

11,059

11,061

6,346

3,034

1,127

427

317

11,251

649

11,900

242,318

334,019

54,716

44,959

48,128

724,140

38,573

762,713

1,794,284

1,784,768

565,179

313,290

310,187

4,767,708

6

5

1

1

1

69

72

25

9

5



【５】

町内の中小企業に設備資金や運転資金を融資する
制度で、町が１％の利子を補助金として補給します。
�対象企業
�資本金と従業員数　製造業など…３億円以下（300
人以下） 卸売業…１億円以下（100人以下） 小売
業…5 ,000万円以下（50人以下） サービス業…
5,000万円以下（100人以下） 事業協同組合、企業
組合、生活衛生同業組合など…制限なし
�町内に工場または事業所があり、申請時にその事
業を１年以上継続していること
�申請時に納期の到来した町税を完納していること
�保証機関の保証を受けられ、保証人がいること
�申込先　岩手銀行（�82－3131）、北日本銀行（�
82－3811）、宮古信用金庫（�82－2455）の各山
田支店へお申し込みください。

勤労者の生活安定を目的とした町の融資制度です。
�対象　�町内に１年以上住んでいる�年齢が20歳
以上で、同一の事業所に１年以上勤務している�
町税を完納している�保証機関の保証を受けられ
る――人
�融資条件　貸付限度額…100万円　利率…4.93％
返済期間…５年以内
�申込先　東北労働金庫宮古支店（�62－6843）へ。

中小商工業金融対策基金

勤労者生活安定資金融資基金

◆問い合わせ
役場水産商工課�８２－３１１１内線２３３

町の融資制度ご利用を

使途 融 資 額 年利率 返 済 期 間 返済方法

運転
資金

1企業
750万円以内

3年以内
2.7％

5 年以内（据え
置き6カ月含み） 割賦

返済設備
資金

1企業
1,000万円以内

3年超
2.9％

10年以内（据え
置き6カ月含み）

【融資内容】

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

21
日
か
ら
申
し
込
み
受
け
付
け

中所得者向け住宅

町
で
は
、
町
営
住
宅
（
中
所
得
者

向
け
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
住
宅
　
柳
沢
第
一
団
地
Ｂ
棟

▽
募
集
戸
数
　
二
戸
（
二
階
、
三
階
）

▽
間
取
り
　
台
所
兼
食
堂
、
和
室
八

畳
、
和
室
六
畳
、
洋
室
約
六
畳
、

水
洗
ト
イ
レ
、
浴
室

▽
入
居
資
格
　
▼
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）
が
あ

る
▼
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
▼

申
込
者
世
帯
の
所
得
合
計
が
、
月

額
二
十
万
円
以
上
六
十
万
一
千
円

以
下
で
あ
る
│
│
人

※
入
居
時
に
は
連
帯
保
証
人
二
人
が

必
要
で
す
。

▽
家
賃
　
五
万
二
千
円
（
家
賃
の
ほ

か
に
共
益
費
が
月
三
千
円
程
度
必

要
で
す
）

▽
敷
金
　
家
賃
の
三
カ
月
分

▽
入
居
日
　
十
二
月
十
五
日

▽
申
込
期
間
　
十
一
月
二
十
一
日
〜

二
十
七
日
（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
）

▽
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
　
役
場
都

市
計
画
課
（
�
八
二
│
三
一
一
一

内
線
二
五
一
）
へ
ど
う
ぞ
。

県最低賃金は前年度と同額
岩手県最低賃金の改正が見送られ、本年度も平成14

年10月１日から適用されている最低賃金と同額となっ
ています。この最低賃金は、労働者の生活の安定と事
業の公正な競争を確保するため、法律で賃金の最低額
を保障しているものです。すべての事業主は、雇用す
る労働者（パートタイム労働者、アルバイトなどを含
む）に最低賃金額以上の賃金を支払わなければなりま
せん。また、最低賃金額を理由に、一方的に労働者の
賃金を引き下げることは許されません。
�岩手県最低賃金　１時間605円
�問い合わせ　宮古労働基準監督署（�62－6455）へ。

県
民
手
帳
と
能
率
手
帳
を
販

売
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

役
場
情
報
課
ま
た
は
役
場
各
支

所
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。
両
手

帳
に
は
、
岩
手
県
の
概
要
や
東

京
都
内
の
地
下
鉄
路
線
図
、
郵

便
料
金
表
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
別
冊
ア
ド
レ
ス
帳

も
付
い
て
い
ま
す
。
仕
事
に
、

生
活
に
役
立
つ
一
冊
を
お
手
元

に
い
か
が
で
す
か
。

▽
定
価

・
県
民
手
帳
（
藤
色
十
四
�
×

八
・
五
�
）
…
六
百
円

・
能
率
手
帳
（
黒
色
十
四
・
五

�
×
九
・
五
�
）
…
七
百
円

※
定
価
は
消
費
税
込
み
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
役
場
情
報
課

（
�
八
二
│
三
一
一
一
内
線

三
二
三
）
へ
ど
う
ぞ
。

県民・能率手帳を販売

便利な一冊をお手元に

rrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrr

rrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrrr

r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r

r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r
r



【６】

り�よ�だ�生�涯�学�習�

第
十
九
回
町
民
駅
伝
大
会
が
十
月

十
九
日
、
船
越
公
園
南
側
駐
車
場
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
し
、
町
道
海

蔵
寺
線
（
海
蔵
寺
前→

長
林
大
浦
線

入
り
口
）
を
折
り
返
す
二
・
一
�
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
の
は
九
十
三
チ
ー
ム
、
四
百
九
十

八
人
。
選
手
の
皆
さ
ん
は
、
沿
道
に

詰
め
掛
け
た
父
母
ら
の
熱
い
声
援
を

受
け
な
が
ら
、
さ
わ
や
か
な
秋
空
の

下
、自
慢
の
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

各
部
門
の
上
位
三
チ
ー
ム
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▽
高
校
生
以
上
一
般
男
子
の
部

①
山
田
高
校
陸
上
競
技
部
（
三
浦
康

伯
、
小
林
剛
、
阿
部
泰
典
、
佐
々
木

慧
、
川
村
浩
一
）
②
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
タ
ナ

カ
マ
コ
ト
（
赤
松
義
嗣
、
櫻
井
和
彦
、

深
田
房
美
雄
、
見
山
佑
介
、
田
中
真
）

③
山
田
ロ
ー
イ
ン
グ
ク
ラ
ブ
（
佐
藤

聖
一
、
千
代
川
正
芳
、
中
村
尚
司
、

阿
部
秀
人
、
阿
部
晶
友
）

▽
高
校
生
以
上
一
般
女
子
の
部

①
船
小
ヤ
ン
グ
（
新
渡
戸
亜
耶
、
芳

賀
彩
香
、
川
端
美
緒
、
佐
藤
朋
美
、

菊
池
叔
子
）

▽
中
学
生
男
子
の
部

①
山
中
駅
伝
部
Ａ
（
阿
部
敬
太
、
福

士
寿
、
山
�
優
、
三
浦
啓
邦
、
服
部

亮
�
）
②
山
中
駅
伝
部
Ｂ
（
阿
部
雄

太
、
梅
木
�
磨
、
黒
沢
拓
宏
、
鈴
木

泰
斗
、
伊
東
俊
）
③
山
中
Ｍ
ｅ
ｎ
’

ｓ
　
ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
３
│
５
（
橋
浦
公
一
、

芳
賀
悠
平
、
田
村
礼
之
、
福
舘
正
、

中
村
邦
人
）

▽
中
学
生
女
子
の
部

①
山
中
駅
伝
部
１
位
を
ね
ら
え
（
麓

一
恵
、
藤
原
光
、
阿
部
好
恵
、
若
江

春
奈
、
阿
部
優
香
）
②
山
中
駅
伝
部

Ｂ
（
山
�
知
英
子
、
佐
々
木
章
乃
、

藤
原
美
紀
、
湊
郁
美
、
佐
藤
博
子
）

③
山
中
バ
レ
ー
部
Ａ
（
阿
部
桐
子
、

佐
藤
恵
美
、
漉
磯
友
美
、
篠
山
理
沙
、

箱
石
沙
都
美
）

▽
小
学
生
男
子
の
部

①
船
小
Ａ
ガ
ン
バ
ロ
ー
ズ
（
小
野
寺

隆
斗
、
菊
地
優
貴
、
山
�
孝
則
、
佐

賀
達
徳
、
西
舘
知
央
）
②
豊
間
根
小

学
校
Ａ
（
野
崎
滉
介
、
芳
賀
暁
徳
、

芳
賀
拓
也
、
久
保
雄
也
、
芳
賀
立
法
）

③
荒
川
小
Ｖ
３
’ｓ
（
福
士
智
史
、

佐
々
木
淳
貴
、
佐
々
木
正
太
、
佐
々

木
雄
麿
、
佐
々
木
大
輔
）

▽
小
学
生
女
子
の
部

①
船
小
Ａ
ラ
ン
ニ
ン
グ
ガ
ー
ル
ズ

（
田
畑
有
望
、
花
坂
美
法
、
福
舘
美

沙
紀
、
福
舘
ア
キ
ナ
、
川
端
望
友
）

②
豊
間
根
小
学
校
（
川
村
幸
希
、

佐
々
木
彩
乃
、
豊
間
根
美
希
、
木
村

瑠
奈
、
二
見
莉
沙
）
③
南
小
６
年
め

組
（
佐
々
木
香
遥
、
吉
家
佑
香
、
阿

部
友
美
、
西
村
美
佑
紀
、
佐
藤
夏
子
）

〈
敬
称
略
〉

93
チ
ー
ム
が
健
脚
を
競
う

観
衆
の
熱
い
声
援
背
に
受
け
力
走

今年１月に行われた成人式

平
成
16
年
成
人
式

来
年
１
月
　
日
に
開
催

新
成
人
を
祝
い
励
ま
す
「
平
成

十
六
年
成
人
式
」
が
開
か
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
昭
和
五
十
八
年

四
月
二
日
か
ら
五
十
九
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
本
町

に
住
所
が
あ
る
方
で
す
。
た
だ
し
、

学
生
や
仕
事
の
都
合
な
ど
で
町
外

に
住
ん
で
い
る
人
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

な
お
、
町
外
に
住
む
家
族
や
友

人
な
ど
で
参
加
を
希
望
す
る
方
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
十
一
月
二
十
八
日

ま
で
に
町
中
央
公
民
館
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
連
絡
が
遅
れ
る
と
、
参
加

者
名
簿
に
名
前
が
登
録
さ
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
連
絡
は
お
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽
期
日
　
来
年
一
月
十
一
日
（
日
）

▽
時
間
　
午
後
一
時
〜

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

▽
問
い
合
わ
せ
　
町
中
央
公
民
館

（
�
八
二
│
三
二
一
二
）へ
ど
う
ぞ
。

たすきを肩に力走する選手たち

第19回町民駅伝大会

１１

【７】

あなたの生きがい見つけよう�

中央公民館自主公演事業

「
岩
手
の
民
謡
を
た
ず
ね
て
」

前
売
り
券
は
12
月
１
日
発
売

町
中
央
公
民
館
で
は
自
主
公
演
事

業
「
岩
手
の
民
謡
を
た
ず
ね
て
」
を

開
催
し
ま
す
。
県
内
で
活
躍
し
て
い

る
唄
い
手
に
よ
る
�
本
物
の
民
謡
�

を
ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
来
年
二
月
八
日
（
日
）
午

後
一
時
半
開
演
（
午
後
一
時
開
場
）

▽
会
場
　
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
出
演
者
　
畠
山
孝
一
、
漆
原
栄
美

子
、
菊
池
ひ
ろ
み
、
千
葉
栄
人
、

中
岩
持
勝
子
、
福
田
岩
月
ほ
か

《
賛
助
出
演
》
越
田
仁
蔵
、
中
村
く

に
み
、
新
保
公
、
箱
石
ま
ち

▽
入
場
券
《
全
席
自
由
》

前
売
り

券
千
五
百
円
　
当
日
券
二
千
円

※
前
売
り
券
は
十
二
月
一
日
発
売
。

▽
入
場
券
取
扱
所
　
町
中
央
公
民

館
、
役
場
各
支
所
、
菊
屋
薬
局

（
中
央
町
）、
マ
ツ
モ
ト
、
ハ
ッ
ト

リ
、
ホ
ー
ム
ワ
ン
サ
ト
ー
、
道
の

駅
や
ま
だ
、
お
ば
ら
楽
器
（
宮
古

市
）、
東
海
印
刷
所
（
釜
石
市
）

▽
問
い
合
わ
せ
　
町
中
央
公
民
館

（
�
八
二
│
三
二
一
二
）へ
ど
う
ぞ
。

生
涯
学
習
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

▽
日
時
　
十
二
月
五
日
（
金
）

午
後
一
時
半
〜
三
時
半

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館

▽
内
容
　
講
演
「
と
も
に
支
え

合
う
社
会
に
向
け
て
〜
ま

ず
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

よ
う
〜
」

講
師
・
野
崎
智

恵
子
さ
ん
（
も
り
お
か
女
性

セ
ン
タ
ー
所
長
）

▽
問
い
合
わ
せ
　
町
教
育
委
員

会
社
会
教
育
係
（
�
八
二
│

三
一
一
一
内
線
六
二
三
）
へ
。

ク
リ
ス
マ
ス
絵
本

展
を
開
催
し
ま
す

▽
日
時
　
十
二
月
二
日
（
火
）

〜
二
十
五
日
（
木
）

午
前

九
時
〜
午
後
五
時

※
十
二
月
十
三
日
〜
二
十
五
日

の
期
間
は
展
示
品
の
貸
し
出

し
も
行
い
ま
す
。

▽
場
所
　
町
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
内
容
　
ク
リ
ス
マ
ス
に
関
す

る
絵
本
百
五
十
点
の
展
示

▽
問
い
合
わ
せ
　
町
立
図
書
館

（
�
八
二
│
三
四
二
〇
）
へ
。

町中央公民館で11月、12月に行われる各種催し物
をお知らせします。
◎みちのく芸能まつり　舞踊＆歌謡ショー
�期日　11月30日（日）
�時間　午後１時半開演（午後１時開場）
�入場料　1,500円（全席自由）
�出演者　服部しょうじ（ビクターエンターテイン
メント）、細谷社中、中村郁子ほか
�問い合わせ　岩手和装㈱（�0197－63－3070）へ。
◎師走の夢チャリティバラエティショー
�期日　12月14日（日）
�時間　午後１時開演（午後零時半開場）
�入場料　700円（当日1,000円）
�内容　寸劇、大正琴の演奏、舞踊、民謡など
�問い合わせ　山田町社会福祉協議会（�82－3111
内611）へどうぞ。

と　き １２月７日（日）
午後１時～

ところ　町中央公民館
大ホール

�入場料　500円（当日700円）
�出演団体　大沢大神楽、山の内剣舞、織笠八木節、
荒川念仏剣舞、山田南小学校（虎舞）、豊間根中学
校（鶏舞）、山田町第一保育所（虎舞）、関口児童館
（大神楽）、わかば幼稚園（大黒舞）
※黒森神楽（宮古市）が特別出演します。
�問い合わせ　山田町郷土芸能連合会（堀合俊郎�
82－6428）または町教育委員会文化係（�82－3111
内線624）へどうぞ。

中央公民館催し案内板
町中央公民館 �８２－３２１２

昨
年
の
郷
土
芸
能
祭
の
模
様
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�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

粗大ごみ・焼却炉収集
収 集 日　粗大ごみ、家庭用

焼却炉…11月29日
対象地区　田の浜、大浦
予 約 先　芳賀清掃社

（�86－2826）
予約期限　収集日の１週間前
※粗大ごみ・焼却炉を出す場
合は、氏名と電話番号を書
いて出してください。

宮古でリハビリの
研修会開催します

宮古地域リハビリテーション
広域支援センターでは、「脳か
ら見たリハビリ」をテーマに研
修会を開催します。参加希望の
方は事前にお申し込みください。
�日時　11月29日（土）

午後１時半～
�場所　宮古市総合福祉センター
�講師　植村研一さん（加藤病
院院長）
�申込先・問い合わせ　加藤病
院（�62－3737）へどうぞ。

高齢者など対象に
悩み相談受け付け

岩手弁護士会などでは、高齢
者や障害者、その家族、関係者
を対象に「高齢者・障害者なん
でも110番」を開設します。電
話と面接で相談に応じますの
で、お気軽にご相談ください。
�日時　11月19日（水）

午後１時～５時
�面接相談会場　県福祉総合相
談センター（盛岡市本町通）
�相談電話番号　019－626－2205
�問い合わせ　役場保健福祉課
（内線164）へどうぞ。

子育てテレホン
ご利用ください

�電話番号 ８２－９５８２
�テーマ　11月17日～24日…中
学生・無気力な子供　11月25
日～30日…幼児・子供の栄養
教育　12月１日～７日…入学
前・睡眠のしつけ　12月８日
～14日…小学生・読書の習慣
12月15日～21日…幼児・厳し
さとしかり方

まちで出会ったかわいい笑顔

11月から保育士が
登録制になります

法律の改正により、現在保育
士として働いている方は県知事
に登録し、保育士証の交付を受
けなければなりません。また、
今後保育士として働こうと考え
ている方も、職に就く前に登録
をしなければなりません。岩手
県分の登録は、11月29日から申
請を受け付けますので、必要と
される方は、忘れずに申請して
ください。
�問い合わせ　登録事務処理セ
ンター（�0120－041943）か役
場保健福祉課（内線134）へ。

高齢者向けの賃貸
住宅登録に協力を

宮古地方振興局では、高齢者
の方が安心・円滑に入居できる
「高齢者円滑入居賃貸住宅」の
登録を受け付けています。高齢
者の入居可能な賃貸住宅の経営
者の方は、登録をお願いします。
�登録先・問い合わせ　宮古地
方振興局土木部建築指導課
（�64－2221）へどうぞ。

職場のトラブル
ご相談ください

岩手労働局では、年々増加傾
向にあるリストラや労働条件の
引き下げ、セクハラなどの職場
での問題を解決するため、�情
報提供や相談�県労働局長から
の指導�紛争解決の交渉やあっ
せん──などを行っています。
相談は無料ですので、お気軽に
ご利用ください。
�問い合わせ　宮古労働基準監
督署（�62－6455）へどうぞ。

町民バドミントン
大会の参加者募集

町バドミントン協会では、町
民バドミントン大会を開催しま
す。なお、練習会も行っていま
すのでご参加ください。
�日時　12月７日（日）

午前９時～
�場所　山田中学校体育館
�種目　シングルス、ダブルス
（男女別の上級、初級）、混合
ダブルス（フリー）
�参加資格　中学生以上
�参加料　１人１種目400円

（中学生は200円）
�練習会日時　毎週木・土曜…
山田体育館　火・金曜…健康
増進センター　午後７時～
�申込期限　12月３日
�申込先・問い合わせ　町バド
ミントン協会事務局（岡市善
敏�84－3516）へ。

パソコン講習で
技能習得しよう

県立宮古高等技術専門学校で
は、能力セミナーを開催します。
�コースと期日　データベース
ソフトＡｃｃｅｓｓ入門…12月３
～４日、仕事に役立つデータ
総合活用…12月17～18日
�時間　午前９時～
�参加費用　無料（Ａｃｃｅｓｓ入
門コースは、テキスト代とし
て1,450円が必要です）
�定員　各コース15人（定員に
なり次第締め切ります）
�申込先・問い合わせ　県立宮
古高等技術専門学校（�64－
6596）へどうぞ。

12月２日に所得税
決算説明会を開催

宮古税務署では、青色申告と
白色申告の方を対象に決算説明
会を開催します。同説明会では、
改正消費税法についての説明も
行いますので、どうぞご参加く
ださい。
�期日　12月２日（火）
�時間　白色申告…午前10時～
12時、青色申告…午後１時半
～４時
�場所　町中央公民館
�問い合わせ　宮古税務署個人
課税部門（�62－1923）へ。

「国の教育ローン」
学費を低利で融資

国民生活金融公庫では、「国
の教育ローン」として、高校・
短大・大学・専修学校などへの
入学資金や在学資金などを低利
で融資します。シーズン中はか
なり混みあいますので、志望校
が決まりましたら、お早めにご
相談ください。
�融資額　学生・生徒一人当た
り200万円以内
�利率　年1.65％（固定金利）
�返済期間　10年以内
�返済方法　毎月元利均等払い
�問い合わせ　国民生活金融公
庫盛岡支店（�019－623－
4376）または最寄りの金融機
関へどうぞ。

今月の納税
固定資産税………第３期
国　保　税………第５期
納　期　限……12月１日
口座振替日……１１月２７日
～忘れずに納付を～

第�回山田町議会臨時会
�日時　11月19日（水）

午前10時～
どなたでも傍聴できます。

詳しい日程などについては、
町議会事務局（�82－3114）
へお尋ねください。


